（総会）12/8懇親会、12/1活動日、11/24第15回活動日、11/10第14回活動日
2018年度「天空の里 いもい農場」のまとめと2019年度の進め方（案）
2019年1月26日

天空の里 いもい農場
１．趣旨

2018年度の天空の里 いもい農場（以下、いもい農場）は、5年目（通算16年目）の活動を無事、終えることができました。今年は、芋井地区住民自治協議会の後援を活かして、参加を広く呼び掛けることと、行政諸団体とのつながりを深めながら企画を実施し、芋井地区のファンづくりにつながる活動ができました。今年度の活動を振り返り、2019年度の進め方について報告します。
２．活動概要

（１）参加

①　登録人数　…　40人　内訳：大人24人、子ども16人（2017年度は45人）

②　年間参加人数　…　のべ308人（2017年度はのべ316人）

（２）参加費　…　大人2,500円、子ども1,500円、飛入参加１人１回500円

（３）活動内容と参加家族数

	回数
	開催日　　　天気
	「活動テーマ」　内容
	参加

人数

	1
	4月21日（土）晴れ
	「山はおいしい、食べ物の宝庫！～食べられる野草を探して食べてみよう！」開講式、ジャガイモ、ネギの作付、オリエンテーション、野草の天ぷら作り
	29

	2
	5月5日（土）晴れ
	「いもい探検隊！～ミニオリエンテーリングをしながら、天空の里”芋井”を知ろう。」野菜の作付、リンゴの花摘み、ミニオリエンテーリング
	23

	3
	5月19日（土）晴れ
	「田んぼはドーロ泥！？～泥んこになって、みんなで楽しく田植えをしよう！」田植え、サツマイモ、枝豆の作付け、りんごの摘果
	31

	4
	6月9日（土）くもり
	「『あなたも私も、新聞記者！？』農作業しながら取材をして壁新聞を作ろう。」草取り、綿花植え付け、りんごの摘果、ハツカダイコン収穫、壁新聞作り
	14

	5
	6月23日（土）晴れ
	「『朝飯前の農業体験をしよう！＆田んぼの生き物調査』早朝の農業体験＆生き物調査をして、虫博士にたくさん質問しよう。」草取り、ハツカダイコン収穫、田んぼの水回り見学、田んぼ＆プールのいきもの調査、朝飯作り、りんごの摘果
	18

	6
	7月7日（土）曇り時々雨
	「『おやき作り道場』畑の野菜を使ったおやき作り」寄付金贈呈式、野菜収穫、おやき作り、社会会館掲示板の整理　※雨のため、内容を変更して実施
	13

	7
	7月21日（土）晴れ
	「『手打ちうどん修行　ザ！手打ちうどん』こねて、踏んで、おいしいうどんを作ろう。」収穫、うどん作り、新看板作り
	21

	8
	8月11日（土）雨のち晴れ
	「『ジャガイモ収穫したい（隊）！』超！新ジャガを使った絶品カレーつき。」ジャガイモ収穫、秋野菜植え付け準備、新看板設置
	29

	9
	8月25日（土）晴れ
	「『夏野菜が主役のバーベキュー！＆子どもの縁日！』スタッフ特製シロップ選び放題！豪華な特製カキ氷、味わえます 」白菜、大根の作付、夏野菜バーベキュー
	31

	10
	9月8日（土）雨
	「『寄ってきましょ！芋井広瀬、村の縁側』“おやき”をお茶うけに、農家さんからお話を聞こう。」おやき作り、交流会　※雨のため、内容を変更して実施
	14

	11
	9月17日（月）曇りのち晴れ
	「稲刈りをしよう！」稲刈り、ダイコンの間引き、収穫

※雨のため、内容を変更して実施
	6

	12
	10月4日（木）晴れ
	「稲ワラ切りと田の片づけ、のち、秋野菜メンテ」稲ワラ切り、田の片づけ、葉物野菜の間引き、草取り　※雨のため、内容を変更して実施
	7

	13
	10月20日（土）
曇りのち雨
	「収穫の秋！味覚の秋！」

リンゴ（シナノスイート）やサツマイモの収穫、夏野菜の片づけ、新米ご飯
	16

	14
	11月10日（土）
雨のち曇り
	「『白菜・大根・長ネギetc…収穫隊！』最高の景色を見ながら、焼き芋を味わおう。」秋野菜の収穫、焼き芋
	23

	15
	11月24日（土）　　晴れ
	「『大収穫祭！～1年間お疲れさまでした！～』究極の地産地消料理をたくさん作って味わおう！」秋野菜やリンゴ（フジ）の収穫、餅つき、収穫交流会、閉講式
	33

	
	
	合計
	308


※　1・5・9・10・15回は、地元（芋井地区住民自治協議会・和田さん・芋井支所・地域おこし協力隊）の参加やお話しがありました。

※　9回の活動の様子は、8/30（木）長野市民新聞の紙面で紹介されました。
※　14回は、ヤングブルー村参加者の受け入れを企画しましたが、参加申込がありませんでした。
※　15回は、芋井田んぼの会と共催で実施。11/29（木）長野市民新聞の紙面で紹介されました。
（４）活動日外の活動

	開催日
	活動内容
	参加人数

	2月13日
	生放送番組「長野ボランティアステーション」に出演
	7

	3月25日
	事前準備（耕耘作業）
	2

	4月21日
	事前準備（作付準備、電気柵下の防草シート敷設作業、ヒマワリ迷路作り）
	4

	5月26日
	6：00～8：00の時間で、棚田の土手の草刈り。
	1

	6月30日
	葛山ハイキング　※別途報告文書参照
	34

	7月13日
	FMぜんこうじ市政番組「長野市広報　ふれ愛ガイド」に出演
	1

	8月4日
	広瀬地区一斉清掃
	1

	9月28日
	援農ボランティア（和田蔵次さんの圃場でリンゴの葉摘みと玉回し）
	2

	10月8日
	援農ボランティア（和田蔵次さんの圃場でリンゴの葉摘みと玉回し）
	2

	10月10日
	援農ボランティア（和田蔵次さんの圃場でリンゴの葉摘みと玉回し）
	3

	10月14日
	広瀬神社本殿・拝殿竣工奉告祭参列
	1

	10月19日
	援農ボランティア（和田蔵次さんの圃場でリンゴの収穫）
	3

	11月16日
	援農ボランティア（和田蔵次さんの圃場でリンゴの収穫）
	1

	11月17日
	援農ボランティア（和田蔵次さんの圃場でリンゴの収穫）
	5

	11月19日
	地域まんまるin芋井　防災マップづくりの現場へ行ってみよう！
	1

	12月1日
	芋井社会会館大掃除と避難訓練、綿花を使ったクラフト教室
	18

	12月2日
	ボランティアのつどい楽縁祭参加・出展
	3

	12月8日
	広瀬地区一斉清掃
	3

	12月15日
	第8回ながの環境団体大集合参加・出展
	3

	1月29日
	長野県長寿社会開発センター地域づくり出会いのひろば参加・出展
	2

	
	合計
	97


※　6/30の活動の様子は、7/3（火）長野市民新聞の紙面で紹介されました。
（５）栽培した種類と品目数
①　種類　･･･　下記の30品目　※下線は、収穫に至らなかった、または不出来な野菜。
□田んぼ：お米（あきたこまち）

□畑：ジャガイモ・長ナス・丸ナス・ピーマン・シシトウ・パプリカ・ミニトマト・長ネギ・大玉　　

　　スイカ・ズッキーニ・かぼちゃ・ハツカダイコン・コカブ（夏）・コカブ（秋）・落花生・サツマイモ・ダイコン（夏）・ダイコン（秋）・聖護院ダイコン・ハクサイ・小松菜・チンゲンサイ・ホウレンソウ・綿花・リンゴ（シナノスイート）・リンゴ（フジ）　
□三角畑：枝豆・小豆・ミョウガ　
３．2018年度のまとめと2019年度の進め方

（１）2018年度のまとめ

●　はじめに　…　今年度は、「ボランティア団体としてできる事で、地域とのつながりを深め、頼りにされる存在を目指します」をテーマに、芋井地区住民自治協議会の後援を得て活動を組み立てました。以下、①から③の2018年度方針の項目に沿って今年度の活動を振り返ります。
①　口コミで参加者が増えるような楽しい食農活動を実施します。

・　参加人数は、登録人数減（2017年度は45人）を受けて、のべ参加人数が減りました。参加人数が少ないことで、作業負担が増えた一方、柔軟な運営をすることができ、参加者の満足度は高くなった様子です。
・　8人から9人にスタッフの増員を図り、運営体制の安定化を目指しましたが、スタッフそれぞれの事情で安定した運営につながりませんでした。一方、参加者が主役の企画として、スタッフの特技を発揮できる楽しい企画が多く実施され、活動の充実につながりました。
・　長野市ボランティアセンターで実施している生放送番組「長野ボランティアステーション」と、FMぜんこうじ市政番組「長野市広報　ふれ愛ガイド」に出演し、活動内容のPRをしました。

・　長野県長寿社会開発センターとコミュニケーションを図り、多世代交流の充実を目指しました。
②　活動を通じて社会貢献につなげます。

・　栽培した野菜の一部は、社会貢献の位置づけでフードバンク信州、ホットライン信州、ホワイトナッツに。綿花の一部は、クラフト材料として山楽会に提供しました。フードバンク信州への寄贈では、活用先から感謝の報告が届き、報告内容は、参加者と共有しました。
・　葛山ハイキングは、芋井地区住民自治協議・芋井支所から協力を得て実施しました。また、葛山植樹祭では、参加をつうじて芋井地区住民自治協議会の事業に協力をしました。

・　芋井地区一斉に実施された草刈りに参加し、地域の環境保全のお手伝いをしました。

・　広瀬飯縄神社拝殿修復のために、参加者へ寄進を呼びかけ、広瀬飯縄神社拝殿再建委員会（和田蔵次会長）へ、寄付金（1万2千円）を贈呈しました。

・　長野市環境パートナーシップ会議の一員として、環境活動の取り組みを整理し、PRできる準備を行いました。掲示物は、長野市芋井支所、ボランティアのつどいで掲示しました。
・　諸団体とのつながりを持てるよう、長野市ボランティア連絡協議会に参画しました。
・　活動を通じて地域課題の解決につなげていくための情報発信を強めるために、ナガクル※の趣旨に賛同し、参画をしました。その一環で、ブログのプラットホームを、Gooブログから日本財団が提供するCANPANブログに変更しました。

③　助成金を活用して、農機具の更新と追加を行います。
　・　「テントで長野県を元気にするぞ！」キャンペーン（長野県テントシート装飾工業組合主催）に応募し、ワンタッチテント（T-13、3.6ｍ×1.8ｍ）を寄贈いただきました。

　・　社会福祉法人ながのコロニーより34個の収穫用・牛糞堆肥運搬用コンテナを譲り受け、作業の効率化を図りました。

※　ナガクルとは、「1.地域の課題を知ってもらい問題意識を喚起すること　2.地域で活動するNPOを広く知ってもらい、新たなアクションを生むこと　3.NPOの情報発信や情報開示を進めること」の3つを目指して、長野県NPOセンターが中心となって誕生したNPOのためのポータルサイト。また、ナガクルは、国連が提唱する「持続可能な開発目標」SDGs(エスディージーズ)に賛同しています
（２）2019年度の進め方
★　ボランティア団体としてできる事で、地域とのつながりを深め、頼りにされる存在を目指します。

①　口コミで参加者が増えるような楽しい食農活動を実施します。
・　安全な運営を第一に、スタッフの体制と運営方法を見直します。
・　多世代交流の場を充実させ、参加することで、参加者それぞれの暮らしが豊かになるような気付きの場となることを目指します。

・　参加者それぞれ、参加して良かった、と思ってもらえるような場を作ります。
②　活動を社会貢献につなげます。
・　芋井地区住民自治協議会、長野市芋井支所をはじめ、諸団体とコミュニケーションを深め、活動の広がりと充実につなげます。
・　栽培した野菜の一部は、社会貢献の位置づけで諸団体に提供します。

・　様々な媒体、さまざまな場で、活動の情報発信を強めます。
③　助成金を活用して、農機具の更新と追加を行います。
４．会計報告

（１）一般会計（期間：2018年2月1日～2019年1月31日）　　　　　　　　　　　　　　単位：円

	収入
	支出

	2017年度繰り越し
	30,160
	農機具・肥料等
	14,080

	正・賛助会員費
	48,000
	種苗等
	15,976

	参加費（飛入含む）
	66,500
	通信費等
	9,516

	サークル活動応援費
	16,000
	食料・消耗品等
	48,283

	寄付金
	11,000
	地元への支払い等
	63,195

	その他※
	14,892
	2019年度繰り越し
	35,502

	収入合計
	186,552
	支出合計
	186,552


　　※その他収入の内容は、葛山ハイキング、バーベキュー、クラフト教室で追加集金した参加費等
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（２）この間の一般会計の推移
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